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背景

プログラム
u趣旨説明、話題提供 1「研究倫理審査をRRI（責任ある研究・イノベーション）の中核に位置づけ

る」岸本 充⽣（⼤阪⼤学 ELSIセンター）
u話題提供2 「科学技術社会論学会会員の研究倫理審査に関する経験」⼩⾨ 穂（⼤阪⼤学 ⼤学院⼈

⽂学研究科）
u話題提供3 「研究倫理審査の現状と課題：⼤阪⼤学における現状を例に」鈴⽊ 美⾹（⼤阪⼤学 研

究オフィス）
uパネルディスカッション パネリスト：岸本 充⽣、⼩⾨ 穂、鈴⽊ 美⾹、他
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医学分野では、技術のライフサイクルでの監督が制度化
研 究

開始前
基礎研究 応用研究 実証デモ 社会実装 社会運用

長期的

影 響

研究倫理審査 臨床試験 承認 製造販売
販売後調査

病院倫理委員会
医学系

治験

臨床試験

臨床研究

医学・生命科学研究
人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針

「⼈を対象とする⽣命科学系・医学系研究に関する倫理指針」説明資料（令和５年４⽉17⽇）より引⽤

「・・・倫理的観点及び科学的観点から、当該研究に係る研究機関
及び研究者等の利益相反に関する情報も含めて中⽴的かつ公正に審
査を⾏い、⽂書⼜は電磁的⽅法により意⾒を述べなければならな
い。」
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アカデミアでは⾮医学系にも広がりつつある

臨床試験 承認 製造販売
販売後調査

病院倫理委員会
医学系

⾮医学系
⼼理系

⼈間⼯学系
⼈⽂社会系

情報系

アカデミアでは元々ライフサイクル全体にも関⼼

研 究

開始前
基礎研究 応用研究 実証デモ 社会実装 社会運用

長期的

影 響

研究倫理審査
のスコープ

①
拡
張

コンセンサス会議
市⺠陪審
熟議プロセス
フォーカスグループ

モラトリアム
研究規制

規制、ガバナンス
第三者監督
⾏動規範
テクノロジー・アセスメント
フォーサイト
ホライゾン・スキャニング

②拡張
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ヒトからデータへ
（研究参加者と直接やりとりする研究から、研究参
加者は「データ」となり直接やりとりがなくなる）

オフライン オンライン
ヒト（物理的に侵襲） 臨床 −

ヒト（⼼理的に侵襲） ⼼理 −
臨床データ 病院で取得 データベース化

バイオバンク

健康データ 病院や家庭
で取得

ウェアラブルやアプリで取
得

教育・学習データ 学校・塾で
取得

成績や学習履歴のデータ
ベース化

オンライン教材から取得
⽇常データ 監視カメラ スマホの位置情報

クレジットカード
Suicaなどの利⽤履歴

オンラインデータ − （パッシブ）
閲覧・検索・購買履歴
（アクティブ）

ソーシャルメディアへの書
き込み

• インターネット研究
• ソーシャルメディア研究
• ビッグデータ研究

Øリスクは、⾝体的・⼼理的な
危害のリスクから、プライバ
シー侵害やアルゴリズムによ
る差別といった情報学的な危
害のリスクへと移⾏

Ø ʻhuman subjectʼ 概念のゆら
ぎ。 data subjectへの移⾏。
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研究倫理審査
責任ある研究・
イノベーション
（RRI）

やらないといけない
めんどくさいもの

⽣命・医科学分野で定着
国の指針を遵守

学術研究のあるべき
姿として提唱

⾮医学系、欧州から
理念先⾏で具体化に課題



企業からのニーズが出てきている
研 究

開始前
基礎研究 応用研究 実証デモ 社会実装 社会運用

長期的

影 響

企業系

研究倫理審査
のスコープ

臨床試験 承認 製造販売
販売後調査

病院倫理委員会

法務

品質保証部

医学系

⾮医学系
⼼理系

⼈間⼯学系
⼈⽂社会系

情報系

⾃治体系

承認 リコール

7
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倫理(E)からの不断の⾒直し。

社会において⼈々が依拠すべき
規範。安定的。法(L)の基盤。

変化しやすい。不安定。

法(L)

倫理(E)

社会(S) 不安定で頼りにならない

不確かな時代に拠り所となるE(倫理)の重要性
どうやってE(倫理)を研究開発から社会実装のプロセスに組み込むか？

技術⾰新の後追いになる

科学技術イノベーションのスピードが
法規制の改正を上回る（Pacing problem）

企業は「倫理」に着⽬し、技術のライフサイクル全体に、
倫理原則/倫理指針の策定・実践や研究倫理審査の実装を急ぐ
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研 究

開始前
基礎研究 応用研究 実証デモ 社会実装 社会運用

長期的

影 響

「責任ある研究・イノベーション」の考え⽅！
Responsible Research and Innovation

研 究 イノベーション

anticipation
先 ⾒ 性

reflexivity
省 察 性

inclusion
包 摂 性

responsiveness
応 答 性

責任あるイノベーションの4側⾯(Stilgoe et al. 2020)
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⼈⽂・社会科学系の産学連携の好循環

活動や成果をウェブサイトやイベ
ント、ELSI NOTEなどで紹介

企業

最初のコンタクト
「つなぐ⼈」がいる場合／いない場合

共同研究なので、成果やプロセス
は公開することが前提

ノウハウ蓄積
若⼿⼈材採⽤
研究成果

ELSI⼈材育成
ノウハウ蓄積
社内プロセス

・個⼈的に知り合い
・第三者からの紹介
・センターのウェブサイト
・ELSI NOTEを⾒て

産学連携に関⼼のある⼈
⽂系研究者は意外と多い

事業活動は⼈⽂系の研究
ネタの宝庫

新規科学技術を扱っている
研究者で、⼈⽂・社会的側
⾯に関⼼のある研究者も多
い

前例が蓄積されること
で企業内で提案がしや
すくなる
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「社会技術」は、概念、ツール、プロセスなどからなる。
そこにリーダーシップ、⼈材育成、組織整備、第三者の観点が加わる。

倫理原則/指針策定
（公平性、透明性、アカウンタビリティ等）

リスクの洗い出し
リスクアセスメント

評価書の使い⽅
ライフサイクルの観点

倫理的観点からのチェック
ステークホルダー参加

第三者認証
アルゴリズム監査

外部有識者会議
ELSI対応部署
倫理審査組織

ELSI研修
教材作成

企業との共同研究に共通するテーマ
〜「社会技術」開発

トップの強い
問題意識

コミットメント

哲学対話、フォーカスグループインタビュー
レピュテーション
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例：チェックリスト⽅式からリスクベーストアプロー
チへ
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Risk based approach

甚⼤

重⼤ リスク① リスク③

限定的 リスク①

無視可 リスク③ リスク② リスク②

⾮常に低
い

⼀定の可
能性

ある程度
⾼い

⾮常に⾼
い

影響度

発⽣
可能性

Tick box compliance approach
誰かが作った基準にYes/Noで回答できる

（→責任が回避できそうにみえる）

⾃社製品/サービスが安全であることを⾃ら
が⽰すためのツール/プロセスを確⽴
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事前のリスクの洗い出し作業がカギとなる

・多様なメンバーの参加が必要
・通常よりも広い視野が必要
・過去の「炎上」事例が参考になる
・過去の洗い出し事例も参考になる
・データ処理プロセスに沿って検討
・国内外のAI倫理原則の項⽬を参照
・補助ツールとしてカード（開発中）
・多様なペルソナを想定する
・困る⼈や使えない⼈はいるかという視点


